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新潟市認知症対策地域連携推進会議 改訂案 

説明を追加 



認知症の人の数は，65歳以上の人の15％（6.6 人に 1人）と推計されており，誰にでも起

こりうる身近な病気です。いつ自分や自分の親しい人がなるか分かりませんし，介護者という立

場になるかもしれません。 

ご本人も，ご家族も，できるだけその症状に早く気付き，受診し状態に応じて適切なサポート

を得ることが大切です。症状・状態に合わせた治療や支援により，症状の進行が緩やかになる可

能性もありますし，認知症の一歩手前の状態で気付き，予防に努めることで認知症への進行を和

らげる可能性もあります。 

また，地域の人も決して他人事ではなく，身近なことに感じ，さりげない手助けをしていただ

くことで，ご本人が住み慣れた地域で安心して過ごしていくことも可能になります。 

 今，ガイドブックを手に取っていただいた方のなかには，認知症のこと，これからの生活のこ

となど様々な不安を抱いている方がいるかもしれません。この冊子が，少しでもそうしたお気持

ちを和らげ，ご本人，ご家族らしい時間を紡いでいく手助けになればうれしく思います。 
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主な分類を記載 



：認知症になると必ず現れる症状 

イラスト イラスト 
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：本人の心身の状態や周りの人の対応など取り巻く 
環境によっては出現の仕方を穏やかにできる症状 

説明を追加 
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認知症の一歩手前 

軽度認知障がい（MCI）から引き返そう 

正常レベル

軽度認知障がい

（MCI）

認知症

認
知
機
能

約束をよく忘れるようになる、

服装に関心がなくなる，会話が少

なくなるなどの変化は，認知症を

発症する前の軽度認知障がい

（MCI）の現れで，認知症予備群

に該当します。この段階で予防に

努め，適切に対処すれば，発症を

防いだり，進行を遅らせることも

できます。 

回復 

維持 

遅くとも，軽度認知障がい（MCI）の間に診断を受けましょう！ 

高 

低 

時間の経過 

進行 

確認中 
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 最近の出来事が思い出せないことがある。 

 同じことを何度も言うと周囲から指摘される。 

 置き忘れやしまい忘れが増え，よく探しものをする。 

 慣れた道で迷ったりすることがある。 

 好きだった趣味などへの興味がなくなった。 

こんなこと 

ありませんか？ 

思い当たる項目があった人は，認知症への注意が必要です。 

    認知症の知識を増やし，予防につとめましょう。（P.  参照） 

質問項目について検討中 

認知症が疑われるときは？ 

まずはかかりつけ医に相談しましょう。必要に応じ適切な病院を紹介

してもらえます。 

また，地域包括支援センターや区役所健康福祉課の窓口などでも相談

でき，本人が嫌がる場合は、家族だけでも相談できます。 

早めに 

相談・受診 

しましょう 

イラスト 
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若年性認知症は，18歳以上65歳未満で発症する認知症を総称した言い方です 

厚生労働省の研究によると人口10万人当たり47.6 人とされており，この推計で見込

むと本市では200人程度になると思われます。 

 発症年齢が若く，子育て世代・働き盛りの世代にも重なるため，家庭内でも社会・経済

的にも，この世代ならではの課題を抱えることが多くなります。 

 若年性認知症の場合，これまでスムーズに行えていた仕事や家事がうまくいかなくなる

ことが徐々に増え，「何かおかしい」と最初に変化に気付くのがご本人自身であるケース

が多いといわれます。「自分は認知症になったのではないか」その不安は計り知れないも

のであり，恐怖や悲しみを一番感じているのはご本人です。 

相談をするのは，初めは勇気がいることかもしれません。相談するまでに数年かかった

という人もいます。不安や悩みを１人で抱え込まず，できるだけ早いうちに相談すること

で，ご本人らしい生活が継続できるようなサポートが受けられます。 

若年性認知症    

若年性認知症コールセンターもあります。（認知症介護研究・研修大府センター） 

フリーコール（無料）０８００－１００－２７０７ 月～土（祝日を除く）10：00～15：00 

http://y-ninchisyo.net/ 

新潟県では，若年性認知症の人や家族を支援するため， 

「若年性認知症支援コーディネーター」を配置しています。 

どこに相談したらいいかわからず一人で悩んでいませんか？そんなときは，若年性認知症支援コーデ

ィネーターにご相談ください。新潟市では，以下の２つの認知症疾患医療センターに配置されています。 

名称 住所 相談窓口電話番号 相談対応時間 

総合リハビリテー

ションセンターみ

どり病院 

中央区神道寺２－

５－１ 
025-244-5566 

電話相談 
月～金（祝日を除く）

9:00～17:00 

来所相談 
月～金（祝日を除く） 

9:00～1７:00（事前予約）

白根緑ケ丘病院 南区西白根４１ 025-372-4107 

電話相談 
月～金第2土（祝日を除く） 

9:00～17:00 

来所相談 
月～金第2土（祝日を除く） 

9:00～17:00 

イメージ 
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（MCI） 

本人にとってできないことが増えて
いくことは不安なものです。本人の不
安に共感しながら，さりげなく手助け
しましょう。できることをやり続けら
れるように見守りましょう。 
また，早い段階で受診し，適切な治療
を受けることが大切です。 

内容を変更 

裏表紙
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施設がご本人に合っている場合もあります。決してご家族が無理

をなさらないでください。

出来ることを奪わないでほ

しい。1回出来なくても、
次はできるかもしれない

何やっているの！が

一番傷つく
本人は段々ともの忘れの自覚がなく
なってきます。家族は，本人の行動の
変化にとまどいや不安を感じること
が増えてきます。 
家族の負担が増えてきたら介護保険
サービス等を上手に利用しましょう。 

本人はわからないことが増えてきま
すが，全てわからないわけではありま
せん。温かい気持ちは伝わります。背
中をさすったり，手を握ったりすると
安心できます。 
ケアマネジャー等に相談して，家族の
負担を減らしましょう。 

内容を変更 
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相談したい 

受診したい 

したい 

住まいや施設のこと 

交流できる場所 

予防に取り組む 

財産・権利のこと 

(P.13,14 

15 

18 

16 

17 

18 

19 
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／若年性認知症コーディネーターなど 

配食サービス
の帯を削除 
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文字サイズを大きくする 

相談したい 

受診したい 

交流できる場所 ・ 予防 

財産・権利のこと 
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文字サイズを大きくする 

したい 

相談したい 

受診したい 

住まいや施設のこと 
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文字サイズを大きくする 

相談したい 

受診したい 

したい 

受診したい 
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行政等の相談機関 

①各区役所 介護保険や高齢者の福祉制度などに関する相談窓口です。 

②地域保健福祉センター  保健サービスや福祉サービスに関する相談窓口です。 

③こころの健康センター  こころの健康や精神疾患に関する窓口です。 

（裏表紙 

相談したい 
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お問い合わせ 
認知症の人と家族の会 新潟県支部 
新潟県糸魚川市竹ヶ花45 金子方  電話／FAX 025-550-6640 

認知症の人とその家族、地域の方や専門職の方などが気軽に集い，楽しく過ごしながら

仲間づくりや情報交換をする場です。認知症の人やその家族が同じ立場で経験を共有した

り，参加者同士やスタッフで認知症の相談に応じることもあります。 

開催場所や開催日，連絡先等は新潟市ホームページに掲載しています。 

認知症カフェ 

電話 025-226-1281 

認知症初期集中支援チームによる支援 

 40歳以上の在宅生活をしている方が，認知症の症状などでお困りの場合，専門職からな

る「支援チーム」が自宅を訪問し，必要な医療やサービスの導入・調整やご家族への支援な

どを初期の段階で集中的に行うことで，自立生活をサポートします。 

例えば・・・ 

・専門の病院に受診したいがうまく受診につながらない。 

・介護保険サービスを利用したいがうまくつながらない。 

・認知症による症状が強く、介護や対応に困っている。 

⇒まずは，お近くの地域包括支援センターにご相談ください。 

（裏表紙参照） 

2 

相談したい 
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認知症に関する医療相談を行うほか，認知症の鑑別診断（認知症の原因となる病気を特定すること），
症状が悪化した場合の対応などを行う認知症の専門医療機関です。新潟市内には２ヶ所設置していま
す。 

認知症の専門医療は，認知症疾患医療センターのほかにも，「精神科」「神経内科」「老年内科」「脳神
経外科」などの診療科で行われており，認知症の専門医療に特化した場合は「物忘れ外来」を掲げるこ
ともあります。 

新潟市内の認知症疾患医療センター 

名称 所在地 電話番号 

１ 総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 

みどり病院 

中央区神道寺2-5-1 025-244-5566 

２ 白根緑ケ丘病院 南区西白根41 025-372-4107 

う場合もあります。

行う場合もあります。
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地域の茶の間に参加したり，市で行っている介護予防の事業に参加する以外にも，ご自身で食

事などの生活習慣を改善するなど，認知症になりにくい生活を送ることで，少しでも認知症の発

症のリスクを減らすことができます。 

①よく体を動かす 
（運動）

②よく食べる 
（食事） 

認知症の予防について 

③よく外に出る 
（社会参加） 

認知症予防のポイント 

適度な運動をしましょう。 食生活に気をつけましょう。 人と積極的に交流しましょう。 

ウォーキングや体操などの運動を
継続的に行いましょう。 

塩分を控えめに、お酒はほどほど
に、バランスのよい食事を心がけ
ましょう。 

地域の活動や介護予防教室に参
加してみましょう。 

本を読んだり趣味に取り組んだ
り、さまざまな活動をとおして生
活を楽しみましょう。 

生活を楽しみましょう。 

イラスト イラスト 

イラスト 

交流できる場 

裏表紙 

13 

13 

裏表紙 
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家庭を訪問するサービス 

・ホームヘルプ（訪問介護） 

・訪問看護 

・訪問入浴介護 

日帰りで通うサービス 

・デイサービス（通所介護） 

・デイケア（通所リハビリテーション） 

・認知症対応型デイサービス 

短期宿泊サービス 

・ショートステイ（短期入所生活介護・短期入所療養介護） 

小規模多機能型居宅介護 

看護小規模多機能型居宅介護 

福祉用具の貸与・購入費の支給／住宅改修費の支給 

サービスを分類ごと

に分けて掲載 

したい 

（裏表紙 13 
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詳しくは「介護保険サービスガイド」を区役所などで配布しています。あわせてご覧ください。 

住まい・施設のこと 

お問い合わせ 

新潟市社会福祉協議会あんしんサポート新潟 

中央区八千代1-3-1 総合福祉会館 1階  電話 025-243-4416 

お問い合わせ 
・各地域包括支援センター（裏表紙参照） 
・新潟市成年後見支援センター 
 中央区八千代1-3-1総合福祉会館 1階  電話 025-248-4545 

お問い合わせ
各区役所健康福祉課高齢介護担当（P. 13参照） 

財産・権利のこと 
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地域包括ケアシステム 

って結局なに？ 

これらのパンフレット以外にも関連資料を掲載予定 

13

13

電話：025-226-1013
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裏表紙 
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～がんばりすぎていませんか～ 

介護の悩み相談や情報交換など参加者の交流を図るため，月１回「つどい」を実施し

ています。 
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地域包括支援センター 

地域包括支援センターは高齢者に関する総合相談窓口です。ご相談に対して，社会福祉士，
保健師（又は看護師），主任介護支援専門員が協力してお手伝いします。 


